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構成

CASEとはなにか

（放送大学・山田恒夫）

我が国の学校教育におけるCASE
利用の展望

（内田洋行・森下誠太）

高等教育における利用：アウトカム
に基づいた教育設計において
CASE実装が果たす役割

（帝京大学・宮崎誠）



CASEとは？



CASEとは？？

IMS Global Learning Consortiumの技術標準

Competencies and Academic Standards Exchange

比較的新し

い技術標準

CASE 1.0は

2017年公開



CASEの目的は？？

カリキュラム標準やコンピテンシーモデルの記述

カリキュラムやシラバスなどに記載される情報の記述

学習目標と評価基準（ルーブリック）を

PDF あるいは HTML 文書としてではなく

シンタックス的にもセマンティクス的にも

“machine-readable” にするための技術標準

データモデル＋サービスモデル（REST/JSONが主流）





もともとは
デジタルクレデンシャル
エコシステムとの関係で
語られることが多かった



Open Badges are 
verifiable, 
portable

digital badges 
with embedded 
metadata about 
skills and 
achievements.

Open Badges v2 （OBv2）
デファクトスタンダード的・デジタルバッジの技術標準（IMS Global)

検証可能

移植（拡張）可能

スキルや業績に関する
メタデータ埋込型

バッジ画像

Alignment CASE

Endorsements 裏書、推奨、

メタデータ項目



包括的学習者記録
Comprehensive Learner Records 
(CLR)

※ Verifiable Credentials (W3C)



カリキュラムやシラバスおよび評価ルーブリックの記述



高等教育・生涯学習
「マイクロクレデンシャル」

◆コースをより小さな単位に分け、そのまとまりごと

に個別に認証したもの

◆どのような単位に分けるかについては、知識体系や

コンピテンシーモデルなどによって、構造化しておく

ことが理想

◆さらに、取得した単位を、複数の機関で相互利用す

るためには、カリキュラムを標準化しておくと便利

◆MOOCが先鞭



ノンフォーマル教育（Non-formal Ed）
インフォーマル教育（Informal Ed)

正規教育（Formal Ed）

完結性
高粒度

連結性（stackable）
低粒度

デジタルバッジは発行の自動化によって、低粒度でも
高度な学修証明を実現

教育イノ
ベーション
(時間・機

関の壁を超
える）



初中等教育
「個別最適化された学び」

（同意の範囲
で）

AIパーソナルチュータ

パーソナルな学習環境において
個別最適化された学習過程

学習目標・経路

学習活動記録
・学修履歴

素材型学習材

学習方略

コンテンツ

リポジトリ

カリキュラム
データベース

生涯学習

eポートフォリオ

学習方略

知識ベース

Caliper

教育情報ビッグ
データ

CASE

LOM

OpenBadge/CLR

AIと教育IoTの所産
相互運用性を提供するのがIMS技術標準

手段の平等→DEI



カリキュラム
シラバス管理

LMS

教務情報
システム

WEB
ブラウザ

学習目標
パスウエイ

学習ビッグ
データ解析
サービス

IMS 標準による
シームレスな事業統合

テストバンク
（

アプリ
ツール
リポジトリ

学習者ブラウザ

IMS アプリケーション
共有・統合

A大学出版社

アプリ・
ツール

リポジトリ

素材・
コンテンツ
リポジトリ

スマート端末

ベンダー

電子
図書館

学習者
ポータル

教材素材
リポジトリ

ERP経営

支援シス
テム

成績証明
書発行

デジタル
バッジ発行

eポート
フォリオ

匿名化
学習デー
タストア

学習者

アドバイス

デジタル
バッジ登録

情報銀行／
ブロックチェーン

流通基盤

デジタル・エコシステム



https://www.imsglobal.org/specifications.html

IMSはオープンスタンダードを推進



CASEドキュメント

CASE 1.0 仕様書や導入ガイド（英語）
⚫ CASE 1.0 Specification (Information Model)
⚫ CASE 1.0 Specification (REST API)
⚫ CASE 1.0 Best Practices and Implementation Guide
⚫ CASE 1.0 Conformance Guide
⚫ CASE 1.0 Context Description Notes
⚫ CASE 1.0 Context FileCASE Service (Version 1.0) OpenAPI Definition
⚫ CASE 1.0 JSON-LD Binding 1.0 Public Candidate Final (Optional binding for CASE, 

allowing linked data to be findable online.)

仕様書に書かれていること
• Competency Framework Documents – カリキュラム標準の文書
• Competency Framework Items – 学習目標に関する言明
• Competency Framework Associations – 上記の関係
• Competency Framework Rubrics – 評価や期待に関する記述

https://www.imsglobal.org/activity/case

https://www.imsglobal.org/activity/case


北米での実践
CASE Network



CASE Networkとは
⚫ CASEで記載された文書（カリキュラムやシラバス、

そのルーブリックなど）を集積したレジストリと
それを維持管理するコミュニティ

⚫ IMS Globalはその技術面での認証（内容およびそ
の認証は別機関・団体がある）をになう

⚫ 公共性が高いので、基本的にエンドユーザの使用
料は無料で、別途プロジェクトとして参加機関か
らのスポンサーシップでまかなう

⚫ 本格的に使用されているのは米国（州によってカ
リキュラム標準が異なる）→日本での適用には
ローカライズが必要？（学習指導要領は１つだが、
教科書ごとの単元の特徴）





CASE研究会の目的



CASE研究会
Competencies and Academic Standards Exchange

⚫ 2020年8月立上げ
⚫ 国内導入検討部会の準備
⚫ 放送大学、株式会社内田洋行、株式会社サイバー

大学、株式会社ネットラーニング
⚫ 技術標準のローカライズに向けた研究会
⚫ 一定期間は非会員の参加も受入れ公開
⚫ 毎月、隔月の開催予定



CASE研究会の目的
CASE 最新版をベースにJapan Profileを作成し、北
米およびEUとの相互運用性を担保しながら、日本向
けにローカライズ（地域対応）すること

⚫ 米国の事例（CASE Network）における実装・運用
の分析→我が国における運用体制の検討

⚫ 我が国におけるユースケースを整理→不足があれ
ばIMS Globalと協議

⚫ CASE作成オープンソースソフトウエアのローカラ
イズの検討→新規開発も視野


